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コロナ禍における図書館の閉館

・国立国会図書館の休館 2020年3月～6月

・大学図書館81％、公共図書館96％が休館

→リモートアクセスの強化を求める声
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「国立国会図書館の図書等のデジタル化についての提言」
自由民主党政務調査会
https://jimin.jp-east-2.storage.api.nifcloud.com/pdf/news/policy/200591_1.pdf

図書館休館対策プロジェクト
https://closedlibrarycovid.wixsite.com/website

「国立国会図書館デジタルコレクションの公開範囲拡大による知識情
報基盤の充実を求めます」日本歴史学協会等
http://www.nichirekikyo.com/statement/statement20200523.html

「ＩＣＴを活用した資料へのアクセス環境整備に関する要望書」
一般社団法人日本出版者協議会
https://www.shuppankyo.or.jp/post/oshirase20200601



2022.1現在

資料 主な対象 デジタル化済

図書 1968年以前に受入れ 99万点

雑誌 明治期以降（刊行後5年以上） 134万点

博士論文 1990～2000年度に送付 16万点

その他 古典籍、地図、官報など 30万点

合計 279万点

デジタル化の状況
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「資料デジタル化基本計画2021-2025」

・図書は2000年までに刊行されたもの≒165万冊

(5年間で100万冊以上: 国立国会図書館ビジョン2021-2025)

・テキストデータを作成し、全文検索を可能に
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R2年度補正予算によるデジタル化（実施中）

・1969-1987の図書の約半数をデジタル化（約45億円）

・OCRによるテキスト化と精度向上

R3年度補正予算でも約38億円のデジタル化経費
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デジタル化資料の利用環境

A. 国立国会図書館
で閲覧できる

（全デジタル化資料）

279万点

B. 大学図書館・公共図書館で閲覧できる
（絶版等で入手困難な資料151万点+C.56万点）

207万点

C. インターネットで
閲覧できる

（著作権保護期間満了等）

56万点
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著作権法の改正（2021年）

＜個人送信＞（国立国会図書館）
絶版等資料のデータを事前登録した利用者に直接送信できる

＜公衆送信＞（図書館等）
著作物の一部分をメールなどで送信できる
権利者に補償金を支払う

→2022.5開始予定

→関係者間で協議・検討中
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デジタル化資料の利用環境

A. 国立国会図書館
で閲覧できる

（全デジタル化資料）

279万点

B. 大学図書館・公共図書館で閲覧できる
（絶版等で入手困難な資料151万点+C.56万点）

207万点

C. インターネットで
閲覧できる

（著作権保護期間満了等）

56万点
＜個人送信＞
事前に利用登録すれば
インターネット上でも
閲覧できるようになる

（2022.5～）
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図書＆件名＝東南アジア
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オンラインガイダンス

・研究者、学生に対するガイダンス

・YouTube動画（リモートサービスを中心に紹介）
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オンラインイベント

・アジア情報研修（アジア経済研究所と共催）
R2: インドのことを調べよう！～法令・政府情報と統計を中心に～
R3: 国際化するアジアの諸課題を調べよう！～国際機関の文書と統計を使って～

・書誌作成勉強会
R2: アラビア語×3回
R3: ビルマ語×3回
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オンライン研究会

「新たな現代中国研究の推進―国立国会図書館関西館及び
東洋文庫の所蔵資料をめぐって」（東洋文庫と共催）

→上海新華書店旧蔵書コレクション
17万冊の研究利用の可能性
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コンテンツ発信

コレクション紹介YouTube動画 調べ方案内
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さいごに‐その1

もともと増加傾向だったリモートサービス
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さいごに‐その2

オンライン開催の満足度

～R3アジア情報研修

→オン/オフのメリット/デメリット
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ありがとうございました


